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戊
辰
戦
争
か
ら
1
5
0
年
。

先
人
た
ち
は
、
何
を
選
択
し
、
の
こ
し
た
の
か
ー
。

秋
の
企
画
展
１

こ
の
展
覧
会
は
、
決
し
て
華
や
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
2
0
0
点
を
超
え
る
展

示
資
料
の
中
で
、
錦
旗
の
コ
ー
ナ
ー
は
一
際
皆
さ
ん
の
目
を
ひ
く
こ
と
で
し
ょ
う
。「
官
軍
」

の
象
徴
と
し
て
錦
旗
が
示
さ
れ
た
時
、
当
時
の
人
々
が
ど
の
よ
う
に
感
じ
た
の
か
、
実
際
に

会
場
で
確
か
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

京
都
守
護
職
と
な
っ
た
会
津
藩
主
・
松
平
容
保
は
、
諸
藩
の
思
惑
が
渦
巻
く
幕
末
の
京
都

で
公
武
間
の
調
整
に
つ
と
め
、孝
明
天
皇
か
ら
信
頼
を
得
ま
し
た
。
し
か
し
天
皇
崩
御
の
後
、

一
転
し
て
錦
旗
を
掲
げ
ら
れ
、「
朝
敵
」
と
さ
れ
ま
し
た
。
会
津
藩
は
謝
罪
・
嘆
願
を
働
き

か
け
ま
す
が
、
新
政
府
側
は
受
け
容
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
東
北
や
越
後
の
諸

藩
を
広
範
囲
に
巻
き
込
み
、
戊
辰
戦
争
の
戦
渦
は
拡
大
し
て
い
き
ま
す
。

本
展
は
、
同
盟
を
組
ん
で
戦
う
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
東
北
・
越
後
の
視
点
か
ら
、
戊

辰
戦
争
を
紹
介
し
ま
す
。
当
時
の
人
々
の
記
録
や
関
連
資
料
を
丹
念
に
集
め
、
1
5
0
年
前

に
何
が
起
き
て
い
た
の
か
を
考
え
る
機
会
と
し
ま
し
た
。
新
潟
県
立
歴
史
博
物
館
・
仙
台
市

博
物
館
と
の
共
同
企
画
に
よ
り
実
現
し
た
本
展
。
三
館
で
中
核
と
な
る
資
料
を
巡
回
さ
せ
な

が
ら
、
会
場
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
豊
富
な
地
域
資
料
を
交
え
て
ご
紹
介
し
ま
す
。
ど
の
会
場
も

特
色
が
あ
り
ま
す
の
で
、
す
で
に
新
潟
会
場
を
ご
覧
頂
い
た
方
も
、
仙
台
会
場
を
ご
覧
に
な

る
予
定
の
方
も
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

（
歴
史
分
野
：
阿
部
綾
子
）

福
島
県
立
博
物
館
・
新
潟
県
立
歴
史
博
物
館
・
仙
台
市
博
物
館 

共
同
企
画
展
覧
会
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奥越出兵図屏風　個人蔵

白虎隊奮戦の図　個人蔵



　

前
期
で
は
ご
覧
頂
け
な
か
っ
た
、
奥
羽
越
列
藩
同

盟
旗
（
白
地
）
や
奥
越
出
兵
図
屏
風
、
錦
絵
な
ど
の

展
示
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

　

展
覧
会
を
当
館
と
共
同
企
画
し
た
仙
台
市
博
物

館
・
新
潟
県
立
歴
史
博
物
館
の
学
芸
員
を
招
き
、
そ

れ
ぞ
れ
戊
辰
戦
争
当
時
の
仙
台
藩
や
越
後
諸
藩
の
事

情
を
ご
紹
介
す
る
講
演
会
を
企
画
し
て
い
ま
す
。
ま

た
当
館
学
芸
員
に
よ
る
展
示
解
説
会
も
予
定
し
て
い

ま
す
。
詳
細
は
、
裏
表
紙
の
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

会
津
藩
士
・
渋
谷
源
蔵（
一
八
三
九
～
一
九
〇
九
、

通
称
源
ち
ゃ
ん
）が
展
覧
会
の
案
内
役
を
つ
と
め
て

い
ま
す
。
源
ち
ゃ
ん
は
戊
辰
戦
争
当
時
三
〇
歳
。
越

後
方
面
を
転
戦
し
た
経
験
を
持
つ
、
実
在
の
藩
士
で

す
。
晩
年
、
自
身
の
伝
記
や
戊
辰
戦
争
時
の
会
津
藩

の
立
場
を
記
し
た
書
物
を
ま
と
め
ま
し
た
。
無
名
に

近
い
会
津
藩
士
で
す
が
、
当
時
の
貴
重
な
情
報
を
豊

富
に
伝
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。
本
展
で
は
こ
れ
ら
の

記
録
か
ら
抜
き
出
し
て
現
代
語
訳
し
た
「
源
蔵
一
言

解
説
」
を
随
所
に
配
置
し
て
い
ま
す
。
源
ち
ゃ
ん
の

イ
ラ
ス
ト
入
り
の
解
説
を
追
え
ば
、
戊
辰
戦
争
を
よ

り
リ
ア
ル
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

会　　期：9月1日（土）～10月14日（日）
休 館 日 ：毎週月曜日（祝日の場合は翌日）

会　　場：福島県立博物館 企画展示室
観覧時間：9：30～17：00（入館は16：30まで）

イ 

ベ 

ン 

ト

９
月
26
日（
水
）か
ら
後
期
展
示
に
な
り
ま
し
た

お
す
す
め
ポ
イ
ン
ト

観 覧 料：一般・大学生　800円（20名以上の団体：640円）

　　　　　高校生以下　　無料
主　　催：福島県立博物館・新潟県立歴史博物館・仙台市博物館
協　　力：日本通運株式会社
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奥羽越列藩同盟旗　宮坂考古館蔵 会津藩旗　個人蔵

松平喜徳写真　
個人蔵／福島県立博物館寄託

錦旗（蜀江錦日像金）
東京国立博物館蔵
Image：TNM Image Archives

源ちゃん



手
わ
ざ
の
地
・
会
津
で
出
会
う
、

人
間
国
宝
の
美
、
美
を
支
え
る
技
。

「
日
本
の
わ
ざ
と
美
」展
―
重
要
無
形
文
化
財
と
そ
れ
を
支
え
る
人
々
―

秋
の
企
画
展
２

本
展
で
は
、
文
化
庁
や
全
国
の
美
術
館
・
博
物
館
の
所
蔵
品
に
よ
り
、「
人
間
国
宝
」
と

呼
ば
れ
る
重
要
無
形
文
化
財
の
保
持
者
や
保
持
団
体
の
「
わ
ざ
」
と
作
品
の
「
美
」
を
ご
紹

介
い
た
し
ま
す
。

伝
統
的
な
工
芸
技
術
を
高
度
に
受
け
継
ぎ
つ
つ
、
さ
ら
に
新
た
な
技
法
・
技
術
や
表
現
を

追
求
し
、
豊
か
な
感
性
を
注
ぎ
こ
ん
だ
逸
品
は
、
陶
芸
、
染
織
、
漆
芸
、
金
工
、
木
竹
工
、

人
形
、
手
漉
和
紙
、
截き
り

金か
ね

、
撥ば
ち
る鏤
な
ど
、
多
種
多
様
。
そ
れ
は
、
日
本
の
伝
統
工
芸
の
豊
か

さ
の
現
れ
で
す
。

ま
た
、
伝
統
工
芸
に
関
わ
る
道
具
や
材
料
を
製
作
・
生
産
す
る
選
定
保
存
技
術
も
あ
わ
せ

て
展
示
。
日
本
の
風
土
の
中
で
大
切
に
伝
え
ら
れ
て
き
た
技
の
数
々
は
、
自
然
と
の
向
き
合

い
方
を
あ
ら
た
め
て
教
え
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

伝
統
工
芸
の
土
地
で
も
あ
る
会
津
で
、
日
本
各
地
の
わ
ざ
と
美
を
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

（
美
術
分
野
：
小
林
め
ぐ
み
）

　

本
展
で
は
、
全
て
の
重
要
無
形
文
化
財
保
持
者
（
い
わ
ゆ
る
人
間
国
宝
）
と
保
持
団
体

の
作
品
、
そ
れ
を
支
え
る
技
術
を
展
示
し
ま
す
。
多
数
公
開
の
た
め
、
前
期
・
後
期
の
展

示
替
を
行
い
ま
す
が
、
全
国
各
地
の
優
れ
た
伝
統
工
芸
を
ご
覧
い
た
だ
く
ま
た
と
な
い
機

会
で
す
。
お
見
逃
し
な
く
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

　

会
期
中
、
い
わ
ゆ
る
人
間
国
宝
と
は
何
か
？
を
、
蒔
絵
の
分
野
で
重
要
無
形
文
化
財
保

持
者
の
認
定
を
受
け
ら
れ
た
漆
芸
家
の
室
瀬
和
美
さ
ん
と
文
化
財
行
政
に
お
詳
し
い
群
馬

県
立
館
林
美
術
館
長
の
佐
々
木
正
直
さ
ん
に
お
聞
き
す
る
講
演
会
や
、
福
島
と
も
ゆ
か
り

の
深
い
沖
縄
の
芭
蕉
布
、
伊
勢
の
型
紙
彫
刻
の
技
術
を
見
て
、
体
験
で
き
る
実
演
・
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
、
文
化
庁
担
当
者
に
よ
る
ト
ー
ク
な
ど
を
行
い
ま
す
。
詳
細
は
、
裏
表
紙
の

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

イ 

ベ 

ン 

ト

 

全
人
間
国
宝
の
作
品
、
一
挙
公
開
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荒川豊蔵≪志野茶碗≫
昭和27年　東京国立近代美術館蔵

長野垤志≪肩衝釜≫
昭和47年　京都国立近代美術館蔵

室瀬和美≪蒔絵螺鈿八稜箱「彩光」≫
平成12年　文化庁蔵

松田権六≪蒔絵竹林文箱≫
昭和40年　東京国立近代美術館蔵



会　　期：平成30年10月27日（土）～12月2日（日）
　　　　　＊会期中展示替を行います。
　　　　　　（前期：10/27～11/11、後期：11/13～12/2）

休 館 日：毎週月曜日
会　　場：福島県立博物館  企画展示室
観覧時間：9：30～17：00（入館は16：30まで）

観 覧 料：一般・大学生　800円（20名以上の団体：640円）

　　　　　高校生以下　　無料
主　　催：文化庁・福島県教育委員会・福島県立博物館
特別協力：東京国立近代美術館

その他の主な展示作品
【色　絵　磁　器】　十三代今泉今右衛門≪色絵吹重ね珠樹草花文鉢≫	 平成13年	 文化庁蔵
【備　　前　　焼】　金重陶陽≪備前緋襷平水指≫	 昭和35年	 東京国立近代美術館蔵
【民　芸　陶　器】　浜田庄司≪海鼠釉黒流描大鉢≫	 昭和37年	 京都国立近代美術館蔵
【芭　　蕉　　布】　平良敏子≪芭蕉布衣裳「変わり八十八」≫	 平成26年	 文化庁蔵
【型　　絵　　染】　芹沢銈介≪木綿地藍染いろは文着物≫	 昭和36年	 東京国立近代美術館蔵
【蒔　　　　　絵】　田口善国≪日蝕蒔絵飾箱≫	 昭和38年	 東京国立近代美術館蔵
【螺　　　　　鈿】　北村昭斎≪瑞鳥唐花文螺鈿箱≫	 平成16年	 文化庁蔵
【彫　　　　　金】　海野清≪鸚鵡小禽葡萄文箱≫	 昭和３年	 東京国立博物館蔵
【日　　本　　刀】　宮入行平≪太刀  銘  宮入昭平作≫	 昭和37年	 東京国立博物館蔵
【木　　工　　芸】　黒田辰秋≪栃杢拭漆手箱≫	 昭和45年	 東京国立近代美術館蔵
【衣　裳　人　形】　平田郷陽≪採集≫	 昭和38年	 吉德資料室蔵
【柿右衛門（濁手）】　柿右衛門製陶技術保存会≪濁手葡萄文壺≫	 平成15年	 文化庁蔵
【津　　軽　　塗】　津軽塗技術保存会≪八角五段重箱「お祝い」≫	 平成25-27年	 津軽塗技術保存会蔵

など。作品203点、資料15点。
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昭和村からむし生産技術保存協会≪からむし≫　
昭和村からむし生産技術保存協会蔵

志村ふくみ≪紬織中振「雛げし」≫
平成22年　文化庁蔵

伊勢型紙技術保存会≪道具彫 ～わりもの・分銅～≫
平成24年　文化庁蔵

八世泉清吉≪漆刷毛≫
文化庁蔵

喜如嘉の芭蕉布保存会≪芭蕉布着尺「ハチジョーハチ」≫
平成25年　文化庁蔵

富本憲吉≪色絵金銀彩四弁花文八角飾箱≫
昭和30年　東京国立近代美術館
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ウ
ル
シ
の
木
の
学
名
“T

oxicodendron

”
は

「
毒
の
木
」の
意
で
、こ
れ
は「
う
る
し
か
ぶ
れ
」に
、

日
本
語
の
「
う
る
し
」
は
塗
布
さ
れ
た
漆
独
特
の

ツ
ヤ
と
光
沢
や
美
し
さ
を
示
す「
う
る
わ
し（
潤
・

麗
）」
に
由
来
す
る
と
も
い
わ
れ
ま
す
。
こ
の
対

照
的
な
言
葉
は
、「
う
る
し
」
の
特
性
と
、
人
と

の
関
係
性
を
良
く
表
し
て
い
ま
す
。

「
毒
」
あ
る
漆
を
有
用
な
塗
料
と
し
て
利
用
し

「
う
る
わ
し
の
う
つ
わ
」
を
得
る
に
は
、
人
の
手

に
よ
る
ウ
ル
シ
林
の
維
持
管
理
、
そ
し
て
漆
の
採

取
・
精
製
・
塗
布
ま
で
の
工
程
を
担
う
知
識
や
技

術
が
不
可
欠
で
す
。
こ
の
「
う
る
し
文
化
」
は
縄

文
時
代
か
ら
今
日
ま
で
連
綿
と
続
い
て
い
る
こ
と

が
、
土
の
中
つ
ま
り
遺
跡
の
出
土
品
か
ら
わ
か
り

ま
す
。

三
島
町
の
荒
屋
敷
遺
跡
で
は
縄
文
時
代
終
末
期

の
漆
塗
り
製
品
と
漆
塗
り
の
道
具
類
が
出
土
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
含
む
出
土
品
が
本
年
３
月
の

国
文
化
審
議
会
で
重
要
文
化
財
の
指
定
が
答
申
さ

れ
ま
し
た
。本
展
で
は
本
遺
跡
出
土
品
を
中
心
に
、

県
内
の
縄
文
時
代
と
、「
会
津
塗
」
に
い
た
る
弥

生
時
代
か
ら
の
会
津
出
土
の「
う
る
し
の
う
つ
わ
」

を
紹
介
し
ま
す
。

（
考
古
分
野
：
高
橋
満
）

時
代
の
先
端
で
表
現
を
切
り
開
き
多
彩
な
活
動
を
展

開
す
る
詩
人
・
吉
増
剛
造
の
作
品
、
関
連
資
料
を
福
島

県
内
の
文
学
館
・
美
術
館
・
博
物
館
の
３
館
で
展
示
し

ま
す
。
吉
増
氏
は
2
0
1
0
年
に
開
催
さ
れ
た「
会
津
・

漆
の
芸
術
祭
」（
主
催
：
福
島
県
立
博
物
館
）
に
参
加

し
て
以
来
、
氏
が
「
大
災
厄
」
と
呼
ぶ
東
日
本
大
震
災

後
の
福
島
に
関
わ
り
続
け
て
い
ま
す
。

本
事
業
で
は
、
吉
増
剛
造
の
表
現
世
界
を
埴
谷
島
尾

記
念
文
学
資
料
館
（
南
相
馬
市
）、
は
じ
ま
り
の
美
術

館
（
猪
苗
代
町
）、
福
島
県
立
博
物
館
で
開
催
、
吉
増

氏
の
福
島
県
で
の
足
跡
を
辿
り
ま
す
。

当
館
で
は
、
吉
増
氏
が
魅
せ
ら
れ
た
三
島
町
荒
屋
敷

遺
跡
出
土
の
漆
塗
糸
玉
、
2
0
1
1
年
前
後
の
原
稿
、

取
材
メ
モ
、篠
原
誠
司
氏
（
足
利
市
立
美
術
館
学
芸
員
、

「
涯
テ
ノ
詩
聲 

詩
人 

吉
増
剛
造
展
」
担
当
）
の
写
真

作
品
を
展
示
し
ま
す
。

（
美
術
分
野
：
川
延
安
直
）

関
連
イ
ベ
ン
ト

館
長
講
座
特
別
編  

東
北
の
文
学
者
た
ち 

第
8
回 

「
ヤ
ポ
ネ
シ
ア
と
は 

島
尾
敏
雄
を
め
ぐ
っ
て
」

日
　
　
時
：
11
月
15
日（
木
）
13
：
30
〜
14
：
30

会
　
　
場
：
福
島
県
立
博
物
館
講
堂

講
　
　
師
：
赤
坂
憲
雄（
当
館
館
長
）

特
別
講
師
：
吉
増
剛
造
氏（
詩
人
）

会
　
期
：
10
月
27
日（
土
）〜
12
月
9
日（
日
）

会
　
場
：
常
設
展
部
門
展
示
室 

歴
史
美
術

観
覧
料
：
常
設
展
観
覧
料

漆塗り土器　鉢（三島町 荒屋敷遺跡）
縄文時代晩期

う
る
わ
し
の
う
る
し
の
う
つ
わ

〜
土
の
中
か
ら

テーマ展
紹　介

会
　
期
：
８
月
４
日（
土
）～
平
成
31
年
５
月
19
日（
日
）

会
　
場
：
常
設
展
部
門
展
示
室 

考
古

観
覧
料
：
常
設
展
観
覧
料

詩
人
が
見
つ
け
た
ふ
く
し
ま

 

― 

吉
増
剛
造
が
出
会
っ
た
会
津
、
漆

テーマ展
紹　介
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イベントレポート　特集展予告

日
時
：
平
成
30
年
８
月
18
日（
土
）

会
場
：
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
・
企
画
展
示
室
・
常
設
展
示
室

昨年度の展示の様子

震
災
で
壊
れ
て
し
ま
っ
た
モ
ノ
だ
け
で
は
な

く
、
震
災
の
影
響
で
生
み
出
さ
れ
た
モ
ノ
た
ち

を
震
災
遺
産
と
し
て
収
集
し
て
い
ま
す
。
県
博

が
い
ま
ま
で
に
集
め
た
被
災
し
た
モ
ノ
は
、
そ

の
地
域
の
記
憶
と
経
験
を
伝
え
る
大
切
な
県
博

の
資
料
と
な
っ
て
い
ま
す
。
特
集
展
で
は
、
こ

の
も
の
言
わ
ぬ
資
料
た
ち
に
耳
を
傾
け
た
い
と

思
い
ま
す
。今
年
度
も
被
災
地
域
と
連
携
し
て
、

収
集
し
て
き
た
資
料
た
ち
の
展
示
や
、
被
災
地

域
の
こ
と
を
紹
介
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
み
な
さ
ま
か
ら
、
改
め
て
自
分
自
身
の

身
の
回
り
の
備
え
と
、
過
去
を
見
つ
め
、
未
来

を
語
り
合
う
機
会
と
し
て
こ
の
特
集
展
を
ご
ら

ん
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

2
0
2
0
年
に
は
、
東
京
で
の
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
も
あ
り
多
く
の
人

た
ち
が
わ
れ
わ
れ
の
国
へ
訪
ね
て
く
る
機
会
と

な
り
ま
す
。
こ
の
年
度
の
3
月
は
、
東
日
本
大

震
災
か
ら
10
年
目
で
あ
り
、
ひ
と
つ
の
節
目
を

迎
え
ま
す
。
10
年
目
に
向
け
て
特
集
展
も
真
摯

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
震
災
遺
産
保
全
チ
ー
ム
：
筑
波
匡
介
） 会

　
期
：
平
成
31
年
２
月
16
日（
土
）～
４
月
11
日（
木
）

会
　
場
：
企
画
展
示
室

観
覧
料
：
無
料

冬
の
特
集
展

震
災
遺
産
を
考
え
る

特集展予告

夏
休
み
恒
例
と
な
り
ま
し
た
、
ナ
イ
ト

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
今
年
も
開
催
し
ま
し
た
。
71

名
の
参
加
者
と
と
も
に
夜
の
博
物
館
を
探
検
し

ま
し
た
。

今
回
は
企
画
展
「
美
し
き
刃
た
ち
」
と
コ
ラ

ボ
。刀
剣
が
輝
く
企
画
展
に
は
、土
方
歳
三（
？
）

も
現
れ
ま
し
た
。
常
設
展
で
は
、
竪
穴
住
居
の

中
、板
碑
の
丘
、木
地
小
屋
、木
炭
バ
ス
と
色
々

な
場
所
で
隠
れ
て
い
た
学
芸
員
た
ち
を
見
つ
け

て
い
き
ま
し
た
。
特
に
竪
穴
住
居
の
中
の
女
性

に
は
驚
い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
最
後

に
暗
い
中
で
迫
力
の
増
し
た
フ
タ
バ
ス
ズ
キ

リ
ュ
ウ
が
現
れ
、
全
員
無
事
に
展
示
室
を
脱
出

し
ま
し
た
。

企
画
展
と
コ
ラ
ボ
す
る
の
は
初
め
て
の
試
み

で
し
た
が
、
暗
い
中
で
見
る
刀
剣
に
も
魅
力
が

あ
り
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
た
よ
う
で
す
。
県
立

博
物
館
で
は
、
次
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
12
月
16
日
（
日
）
に
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン

サ
ー
ト
を
実
施
し
ま
す
。
こ
ち
ら
も
ぜ
ひ
ご
来

場
く
だ
さ
い
。

（
担
当
：
猪
瀬
弘
瑛
）

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
イ
ベ
ン
ト

ナ
イ
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

イ ベ ン ト
レ ポ ー ト
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information

Inform
ation

戊
辰
戦
争
1
5
0
年

　
　
　

～
10
月
14
日（
日
）

　
　
　

料
金
：
一
般
・
大
学
生
8
0
0
円
、
高
校
生
以
下
無
料

■
記
念
講
演
会（
申
込
不
要
、
先
着
2
0
0
名
、
無
料
、
講
堂
）

　
「
北
越
戊
辰
戦
争
と
会
津
藩
」

　
　

10
月
14
日（
日
）13
時
30
分
～
15
時

　
　

講
師
：
田
邊
幹
氏（
新
潟
県
立
歴
史
博
物
館
主
任
研
究
員
）

■
展
示
解
説
会（
申
込
不
要
、要
企
画
展
チ
ケ
ッ
ト
も
し
く
は
年
間
パ
ス
ポ
ー
ト
）

　
　

10
月
6
日（
土
）、
13
日（
土
）い
ず
れ
も
13
時
30
分
～
14
時
30
分

　
　

講
師
：
当
館
学
芸
員

「
日
本
の
わ
ざ
と
美
」展

―
重
要
無
形
文
化
財
と
そ
れ
を
支
え
る
人
々
―

　
　

10
月
27
日（
土
）
～
12
月
2
日（
日
）

　
　

料
金
：
一
般
・
大
学
生
8
0
0
円
、
高
校
生
以
下
無
料

■
記
念
講
演
会（
申
込
不
要
、
無
料
、
講
堂
）

　
「
人
間
国
宝
と
は
何
か
？

ー
守
る
べ
き
技
・
伝
え
る
美
ー
」

　
　

10
月
28
日（
日
）13
時
30
分
～
15
時
30
分

　
　

講
師
：
室
瀬
和
美
氏（
漆
芸
家
・
重
要
無
形
文
化
財
保
持
者（
人
間
国
宝
））

　
　
　
　
　

佐
々
木
正
直
氏（
群
馬
県
立
館
林
美
術
館
長
）

■
実
演

　
「
芭
蕉
布
の
苧
績
み
」（
申
込
不
要
、
体
験
学
習
室
）

　
　

11
月
3
日（
土
･
祝
）10
時
～
12
時

　
　

講
師
：
喜
如
嘉
の
芭
蕉
布
保
存
会
の
み
な
さ
ん

　
「
伊
勢
型
紙
の
彫
り
」（
申
込
不
要
、
体
験
学
習
室
）

　
　

12
月
2
日（
日
）10
時
～
12
時

　
　

講
師
：
伊
勢
型
紙
技
術
保
存
会
の
み
な
さ
ん

■
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

★「
伝
統
工
芸
の
技
を
体
験
１　

芭
蕉
布
の
糸
つ
く
り
」

（
要
申
込
、
先
着
10
名
、
３
０
０
０
円
、
体
験
学
習
室
）

　
　

11
月
3
日（
土
･
祝
）13
時
30
分
～
15
時
30
分

　
　

講
師
：
喜
如
嘉
の
芭
蕉
布
保
存
会
の
み
な
さ
ん

★「
伝
統
工
芸
の
技
を
体
験
２   

伊
勢
型
紙
で
年
賀
状
つ
く
り
」

（
要
申
込
、
先
着
20
名
、
２
５
０
円
、
体
験
学
習
室
）

　
　

12
月
2
日（
日
）13
時
30
分
～
16
時
30
分

　
　

講
師
：
伊
勢
型
紙
技
術
保
存
会
の
み
な
さ
ん

■
展
示
解
説
会（
申
込
不
要
、
要
企
画
展
チ
ケ
ッ
ト
も
し
く
は
年
間
パ
ス
ポ
ー
ト
）

　
　

10
月
27
日（
土
）10
時
～
11
時

　
　

11
月
11
日（
日
）15
時
～
16
時

　
　

講
師
：
文
化
庁
担
当
者

魚
の
化
石
展

　
　

展
示
ロ
ビ
ー

　
　

10
月
27
日（
土
）～
12
月
2
日（
日
）

詩
人
が
見
つ
け
た
ふ
く
し
ま

―
吉
増
剛
造
が
出
会
っ
た
会
津
、
漆

　
　

部
門
展
示
室
歴
史
・
美
術

　
　

10
月
27
日（
土
）～
12
月
9
日（
日
）

け
ん
ぱ
く
の
宝
2
0
1
8 

―
漆
工
芸
名
品
展

　
　

部
門
展
示
室
歴
史
・
美
術

　
　

12
月
22
日（
土
）～
翌
年
2
月
3
日（
日
）

う
る
わ
し
の
う
る
し
の
う
つ
わ 

―
土
の
中
か
ら
―

　
　

部
門
展
示
室
考
古

　
　

～
翌
年
5
月
19
日（
日
）

黒
船
来
航
を
伝
え
る
農
具

　
　
　
　
　
　
　
　

～
10
月
24
日（
水
）

福
島
の
こ
け
し
・
東
北
の
こ
け
し

　
　

10
月
26
日（
金
）～
12
月
12
日（
水
）

囲
炉
裏
の
ま
わ
り
の
道
具
た
ち

　
　

12
月
14
日（
金
）～
翌
年
2
月
28
日（
木
）

日
本
遺
産
！
会
津
三
十
三
観
音
と
御
詠
歌

　
　
　
　
　
　
　
　

～
翌
年
3
月
31
日（
日
）

日
本
遺
産
！
安
積
疏
水
が
で
き
る
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　

～
翌
年
3
月
31
日（
日
）

【
館
長
講
座
】

　
「
東
北
の
文
学
者
た
ち
」（
申
込
不
要
、
無
料
、
講
堂
）

　

⑦「
寺
山
修
司
」10
月
18
日（
木
）13
時
30
分
～
14
時
30
分

　

⑧「
島
尾
敏
雄
」11
月
15
日（
木
）13
時
30
分
～
14
時
30
分

　

⑨「
太
宰　

治
」12
月
13
日（
木
）13
時
30
分
～
14
時
30
分

　
　

講
師
：
赤
坂
憲
雄（
当
館
館
長
）

　
　

特
別
講
師
：
吉
増
剛
造
氏（
詩
人
）⑧
の
み

【
考
古
学
講
座
】

　
「
縄
文
土
器
の
野
焼
き
」

（
申
込
は
締
め
切
り
ま
し
た
・
会
津
若
松
市
子
ど
も
の
森
）

　
　

10
月
7
日（
日
）10
時
～
15
時

　
　

※
雨
天
の
場
合
は
10
月
20
日（
土
）に
延
期
。

　
　

講
師
：
考
古
分
野
学
芸
員

★「
会
津
大
塚
山
古
墳
を
歩
こ
う
」

（
要
申
込
、
先
着
20
名
、
50
円
、
視
聴
覚
室
・
会
津
大
塚
山
古
墳
）

　
　

11
月
3
日（
土
･
祝
）10
時
～
15
時

　
　

講
師
：
平
澤
慎（
当
館
学
芸
員
）

【
自
然
史
講
座
】

★「
化
石
を
さ
が
そ
う
」

（
要
申
込
、
先
着
40
名
、
1
0
0
円
、
塙
町
西
河
内
）

　
　

※
雨
天
の
場
合
翌
週
に
順
延

　
　

10
月
13
日（
土
）8
時
30
分
～
17
時
45
分

　
　

講
師
：
猪
瀬
弘
瑛（
当
館
学
芸
員
）

★「
化
石
標
本
を
つ
く
ろ
う
」

（
要
申
込
、
前
日
の「
化
石
を
さ
が
そ
う
」参
加
者
対
象
、
無
料
、
実
習
室
）

　
　

※
前
日
の「
化
石
を
さ
が
そ
う
」が
雨
天
の
場
合
翌
週
に
順
延

　
　

10
月
14
日（
日
）13
時
30
分
～
15
時
30
分

　
　

講
師
：
相
田
優（
当
館
学
芸
員
）

★「
鶴
ヶ
城
の
野
鳥
」

（
要
申
込
、
先
着
30
名
、
1
0
0
円
、
視
聴
覚
室
・
鶴
ヶ
城
公
園
）

　
　

11
月
11
日（
日
）13
時
30
分
～
15
時
30
分

　
　

講
師
：
古
川
裕
司
氏（
野
鳥
研
究
家
）

【
民
俗
講
座
】

民
俗
学
特
別
講
演
会（
申
込
不
要
、
無
料
、
講
堂
）

　
「
厄
を
祓
う
人
形
ー
会
津
の
山
と
境
の
神
ー
」

　
　

11
月
17
日（
土
）13
時
30
分
～
14
時
30
分

　
　

講
師
：
石
本
敏
也
氏（
聖
徳
大
学
准
教
授
）

お
も
し
ろ
民
俗
学
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
会
津
編（
申
込
不
要
、
無
料
、
講
堂
）

　

①「
今
日
は
ガ
ラ
ゴ
リ
、
明
日
は
無
尽
―
会
津
の
人
づ
き
あ
い
―
」

　
　

12
月
15
日（
土
）13
時
30
分
～
14
時
30
分

　
　

講
師
：
大
里
正
樹（
当
館
学
芸
員
）

【
実
技
講
座
】

★「
縄
文
時
代
の
編
み
物
を
再
現
し
よ
う
」

（
要
申
込
、
無
料
、
先
着
15
名
、
実
習
室
）

　
　

11
月
10
日（
土
）10
時
～
15
時

　
　

講
師
：
本
間
一
恵
氏（
バ
ス
ケ
タ
リ
ー
作
家
）

★「
漆
を
楽
し
む
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
１ 

漆
絵
を
描
こ
う
」

　
（
要
申
込
、
先
着
15
名
、
3
0
0
0
円
、
実
習
室
）

　
　

11
月
24
日（
土
）13
時
30
分
～
15
時
30
分

　
　

講
師
：
会
津
漆
器
協
同
組
合
青
年
部
の
み
な
さ
ん

★「
漆
を
楽
し
む
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
２ 

漆
ス
プ
ー
ン
を
つ
く
ろ
う
」

　
（
要
申
込
、
先
着
各
回
5
名
、
2
0
0
0
円
、
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
）

　
　

11
月
24
日（
土
） 

①
10
時
00
分  

②
10
時
40
分  

③
11
時
20
分

　
　
　
　
　
　
　
　

 

④
14
時
00
分  

⑤
14
時
40
分  

⑥
15
時
20
分

　
　

講
師
：
会
津
漆
器
協
同
組
合
青
年
部
の
み
な
さ
ん

【
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
エ
デ
ュ
ケ
ー
タ
ー
事
業
】

ハ
ニ
ワ
大
王
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

「
展
示
資
料
で
見
る
ふ
く
し
ま
の
暮
ら
し
」

　
（
申
込
不
要
、要
常
設
展
チ
ケ
ッ
ト
も
し
く
は
年
間
パ
ス
ポ
ー
ト
、総
合
展
示
室
）

　

⑦【
願　

う
】10
月
21
日（
日
）11
時
～
12
時
、
13
時
～
14
時

　

⑧【
子
ど
も
】11
月
11
日（
日
）11
時
～
12
時
、
13
時
～
14
時

　

⑨【
道　

具
】12
月
9
日（
日
）11
時
～
12
時
、
13
時
～
14
時

　
　

講
師
：
荒
木
隆（
当
館
学
芸
員
）

テ
ィ
ー
タ
イ
ム
考
古
学「
考
古
学
を
読
む
」

（
申
込
不
要
、
無
料
、
レ
ス
ト
ラ
ン
）

　

④「
わ
た
し
の
茶
碗
・
わ
た
し
の
箸
」

　
　

10
月
28
日（
日
）13
時
～
14
時

　

⑤「
世
界
最
古
の
カ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
」

　
　

12
月
23
日（
日
･
祝
）13
時
～
14
時

　
　

講
師
：
荒
木
隆（
当
館
学
芸
員
）

石
城
・
石
背
建
国
1
3
0
0
年
記
念
連
続
講
演
会

シ
リ
ー
ズ「
ふ
く
し
ま
の
新
し
い
古
代
像
を
考
え
る
」

　

③「
平
安
時
代
の
ふ
く
し
ま
で
は
貞
観
大
地
震
を

　
　
　
　

ど
う
乗
り
越
え
た
の
か
？

―
貞
観
大
地
震
復
興
政
策
と
し
て
の
寺
院
建
立
―
」

（
申
込
不
要
、
無
料
、
講
堂
）

　
　

11
月
25
日（
日
）13
時
30
分
～
15
時

　
　

講
師
：
荒
木
隆（
当
館
学
芸
員
）

【
読
み
聞
か
せ
】

「
博
物
館
で
も
読
み
聞
か
せ
」（
申
込
不
要
、
無
料
、
体
験
学
習
室
）

　
　

10
月
13
日（
土
）、
11
月
10
日（
土
）

　
　

各
11
時
～
11
時
30
分
、
14
時
～
14
時
30
分

　
　

講
師
：
読
み
聞
か
せ
グ
ル
ー
プ
の
み
な
さ
ん

★「
親
子
で
や
す
ら
ぐ
子
守
唄
コ
ン
サ
ー
ト
」

（
要
申
込
、
無
料
、
講
堂
）

　
　

10
月
17
日（
水
）10
時
～
11
時
30
分

　
　

出
演
：
西
舘
好
子
氏 

他

「
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
」

（
申
込
不
要
、
無
料
、
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
）

　
　

12
月
16
日（
日
）13
時
30
分
～

　
　

出
演
：SLID

E I'z

（
ス
ラ
イ
ド 

あ
い
づ
） 

＊
要
申
込
の
行
事
は
基
本
的
に
開
催
日
の
1
ヶ
月
前
か
ら
募
集

を
開
始
し
ま
す（
異
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
）。
電
話
も
し
く
は
受
付
カ
ウ
ン
タ
ー
で
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。

＊
そ
の
他
、
行
事
等
の
詳
細
に
関
し
ま
し
て
は
、
月
行
事
予
定

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

10
～
12
月
の
休
館
日

10
月
1
日（
月
）･
9
日（
火
）･
15
日（
月
）･
22
日（
月
）　　
　

　
　

29
日（
月
）

11
月
5
日（
月
）･
12
日（
月
）･
19
日（
月
）･
26
日（
月
）

12
月
3
日（
月
）･
10
日（
月
）･
11
日（
火
）・
17
日（
月
）

　
　

25
日（
火
）･
28
日（
金
）･
29
日（
土
）･
30
日（
日
）

　
　

31
日（
月
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】福
島
県
立
博
物
館

〒965-0807 

会
津
若
松
市
城
東
町1-25

Tel 0242-28-6000

・Fax 0242-28-5986
M

ail general-m
useum

@
fcs.ed.jp

企 
画 
展

  

企
画
展
示
室  

★
は
要
申
込

テ
ー
マ
展

ポ
イ
ン
ト
展

講
座
・
実
演
他

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
イ
ベ
ン
ト

  

部
門
展
示
室
・
展
示
ロ
ビ
ー
　
常
設
展
料
金

  

総
合
・
部
門
展
示
室
　
常
設
展
料
金

  

★
は
要
申
込

  

★
は
要
申
込

季
刊

博
物

館
だ

よ
り
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